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論文内 E晶割合 の 要 1::. Eヨ
〔目的〕
胸腺に原発する腫療は極めて複雑多様である口即ち胸腺固有の腫療である thymoma をはじめと



















密蝋を基剤とした 20-methylcholanthrene (MC) 合有円柱型 pellet を作成した。生後 5-6 週の
ddo 系雄マウスを仰臥位に固定し，胸骨縦切によって胸腺に達し，右側胸腺内に pellet を完全に埋
没した。
(3) pellet 挿入後 3-5 日， 1 週， 10 日， 2 , 3 , 4 , 6 , 8 , 10の各週に一定数を屠殺解剖し，胸
腔内全臓器についての詳細な組織学的検索を行ない，胸腺の経時的変化及び挿入 pellet の態度を追
求した。
(a) pellet 挿入操作によって挿入側胸腺は早朝に involution に陥る。乙れは pel1et の胸腺外脱
落の原因ともなる。





(a) 0.5mg MC 含有 pellet を挿入した群 (A群)で，観察期間270 日，有効数94山中53匹 (56 ・ 3
%)に右側胸腺部の腫場発生を認めた。又 1mg MC 含有 pellet 挿入後17週に於いて屠殺した
群 (B群)では，有効数28凶中 12日玉に腫湯発生を認めた。 A'B群共に腫場非発生例では pellet
は胸腺外に脱落していた。






(d) 上皮性腫場は他の縦断及びJl旬腔 1)'] 諸臓器に浸潤性に拡大増殖するが，所属リンパ節転移及び遠
ド回転移は認めなかった。
(e) MC非含有 pellet 挿入例では腫場発生は認めなかった。
(υωf) 発生した上皮性腫男湯aは同系マウスへの移植が可能で，現在，皮下移植及び
第 7 代を継代中である O
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腫療を発生せしめんとして行なわれた。 即ち生後 5-..6 週の ddo 系堆マウスの右側胸腺内に蛍ろう
を基剤とした20ーメチノレコラントレン合有の pellet を挿入し，発生した腫湯について，病理学的組
織学的検討を行ない， X pellet 挿入後の胸腺の経時的変化を追求して以下の成績を得た。







(5) pellet 挿入後の胸腺の経時的変化を観察した結果，マウス正常胸腺にみられ，且つ pellet 挿入
による involution の際に増加する小管腔構造が，腫場の発生母地として重要な役割を有することが
判明した。
以上，本研究は従来実験的に容易に発生せしめ得なかった口胸腺にのみ発生する上皮性の腫湯を確
実に発生せしめることに成功し，その組織起原も明らかにすることが出来た。その結果，胸腺の腫蕩
殊に上皮性の腫湯の発生病理解明に寄与するところ大であり，有用な研究である。
門i4せ
